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きたれ、未来の工学人！
進化する長崎大学工学部





◎平成18年度から系入試を導入しました。�

◎工学部１号館がリニューアルされます。�

◎工学部教育の三大特色�

◎新しい教育改革がはじまっています。�

◎先進研究の拠点形成をめざしています。�

�

工学部１号館の改修イメージ図�

アジアの鼓動響く長崎。�
常に世界とつながってきたこの街で、�

のびのびと、そして真剣に、知と心と工学センスを育み�
未来を拓く科学技術を創造しよう。�

そして、新しい未来を築き、社会の持続的発展に貢献する、�
そんな工学人をめざそう。�

特 集�

総合教育研究棟�

工学部2号館�

工学部1号館�

未来の工学人！�
進化する長崎大学工学部�

きたれ、�
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進化する工学部�その�1

進学�
（大学院）�
47.7％�

就職�
44.5％�

未定�
2.4％�

就職希望しない�
5.3％�

学部卒業�
375人�

就職�
91.3％�

未定�
2.0％�

就職希望しない�
2.4％�

進学�
4.4％�

修士修了�
206人�

入 学 か ら 卒 業 ま で （ 系 入 試 ） �

入 学� 受 験�

●進学率60％�
応用化学科（50人）�

1 年�2・3・4年�

機械システム工学系�
（80人）�

電気情報工学系�
（130人）�

環境システム工学系�
（90人）�

化学・材料開発系�
（100人）�

●進学率47％�
電気電子工学科（80人）�

●進学率46％�
機械システム工学科（80人）�

 ●進学率38％�
情報システム工学科（50人）�

●進学率42％�
構造工学科（40人）�

●進学率34％�
社会開発工学科（50人）�

●進学率67％�
材料工学科（50人）�

大学院�
博士前期課程�
2年間�

大学院�
博士後期課程�
3年間�

就 職�

※進学率は大学院への進学率です。�

電気・電子：4％�
機械：4％�

小売・�
金融：�
8％�

情報サービス：4％�

その他：�
20％�

公務員・教員：4％�

食品・�
化学工業：�
56％�

小売・金融：�
3％�

機械：�
18％�

情報サービス：�
9％�

その他：�
12％�

公務員・教員：6％�
建設：3％� 食品・化学工業：3％�

電気・電子：�
42％�

金属・鉄鋼：3％�

小売・金融：�
2％�

機械：4％�

情報�
サービス：�
9％�

その他：�
20％�

公務員・教員：�
15％�

食品・�
化学工業：�
2％�

建設：47％�

電気・電子：2％�

機械：�
18％�情報サービス：�

15％�

その他：�
15％�

公務員・教員：�
15％�

食品・化学工業：3％�

建設：30％�

電気・電子：3％�

機械：3％�情報サービス：�
70％�

その他：�
3％�

公務員・教員：5％�
食品・化学工業：3％�

電気・電子：15％�

小売・金融：�
3％�

機械：19％�
情報サービス：�
13％�

その他：�
19％�

公務員・教員：6％�
食品・化学工業：�
1％�

電気・電子：�
35％�

建設：6％�

機械：52％�

その他：10％�
食品・化学工業：�
3％�

電気・電子：�
19％�

建設：5％�

金属・�
鉄鋼：�
8％�

情報サービス：�
3％�

機械：�
20％�

公務員・教員：7％�

その他：�
14％�

食品・化学工業：�
6％�

電気・電子：�
19％�

建設：14％�

小売・金融：2％�

金属・�
鉄鋼：�
2％�情報サービス：�

16％�

（

）（

） （

）

平成18年度から
“系入試”を導入しました！

受
験
生
か
ら
、気
に
な
る
質
問

Ｑ
・
新
し
く
導
入
し
た

�
系
入
試
�っ
て
何
で
す
か
？

Ａ
１８
年
度
の
入
試
か
ら
実
施
し
て
い
る
系

入
試（
一
般
選
抜
）は
、ひ
と
こ
と
で
い
え
ば
、

将
来
を
じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

入
試
制
度
で
す
。工
学
部
に
入
っ
た
も
の
の

将
来
へ
の
夢
や
希
望
が
漠
然
と
し
て
い
る
人
、

自
分
の
適
性
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

本
学
工
学
部
に
は
、７
つ
の
学
科
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
学
科
ご
と
に
募
集
を
し
て
い
ま
し

た
が
、新
し
く
実
施
し
て
い
る
系
入
試
で
は
、

７
つ
の
学
科
を
４
つ
の
系
に
分
け
、系
単
位

で
学
生
を
募

集
し
て
い
ま

す
。入

学
後
１

年
間
は
系
単

位
で
学
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の

学
科
の
講
義

や
研
究
、講
演
、ま
た
、職
業
意
識
や
働
く

意
欲
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
教
育
な
ど
を

通
し
て
、将
来
の
進
路
や
自
分
の
適
性
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
１
年
終

了
時
に
本
人
の
希
望
を
尊
重
し
、
学
業
成

績
も
加
味
し
て
学
科
を
決
定
し
ま
す
。

な
お
、推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試
の
場
合
、

こ
れ
ま
で
通
り
学
科
ご
と
に
募
集
し
ま
す
。

Ｑ
・
就
職
率
は

ど
れ
く
ら
い
で
す
か
？

Ａ
企
業
か
ら
工
学
部
へ
の
求
人
は
た
い
へ
ん

活
発
で
す
。卒
業
生
の
８０
％
、大
学
院
修
了

生
の
８５
％
以
上
が
大
企
業
の
社
員
や
公
務

員
、教
員
な
ど
の
職
に
就
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

就
職
希
望
者
の
就
職
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％

で
す
。

こ
れ
は
、質
の
高
い
教
育
を
受
け
た
本
学

工
学
部
の
学
生
た
ち
に
対
す
る
社
会
的
な

信
頼
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、学
生
一
人
ひ

と
り
が
勉
学
と
研
究
に
励
ん
だ
努
力
の
結

果
で
も
あ
り
ま
す
。

工
学
部
１
号
館
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
・
改
修
さ
れ
る
工
学
部
１
号
館
は
、

ど
ん
な
建
物
に
な
る
の
で
す
か
？

Ａ
旧
い
タ
イ
プ
の
研
究
室
を
解
消
し
て
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
し
ま
す
。状
況
に
応
じ

て
自
在
な
空
間
づ
く
り
が
可
能
に
な
り
ま

す
。安
全
性
・
耐
震
性
も
強
化
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
や
談
話
室
な

ど
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
る
な
ど
、

快
適
な
環
境
の
建

物
に
な
り
ま
す
。

学 部

大 学 院

最近の就職先の内訳

卒業・修了後の進路
（平成１７年度）

情報システム工学科

〔主な就職企業名〕
・東芝 ・富士通 ・日本電気
・キヤノン

応用化学科

〔主な就職企業名〕
・旭化成 ・帝人 ・花王
・三洋化成工業

電気電子工学科

〔主な就職企業名〕
・三菱電機 ・ファナック
・ソニーセミコンダクタ九州
・トヨタ自動車

材料工学科

〔主な就職企業名〕
・京セラ
・ソニーセミコンダクタ九州
・矢崎総業 ・バンドー化学

機械システム工学科

〔主な就職企業名〕
・三菱重工業 ・トヨタ自動車
・日立製作所 ・東芝

社会開発工学科

〔主な就職企業名〕
・九州電力 ・大林組 ・伊藤忠
・パシフィックコンサルタンツ

構造工学科

〔主な就職企業名〕
・清水建設 ・トヨタ自動車
・三菱重工業 ・積水ハウス

工学部全体

リフレッシュルーム（イメージ）

情報教育用コンピュータ演習室

１年で、基礎
共通科目を勉強して
２年から学科ごとに
分かれるんだ。

系入試なら
自分の進むべき道を、
１年間じっくり

考えることができるね。

卒業生の就職は、ほぼ１００％！
多くの先輩たちが、幅広い
産業分野の一流企業で
活躍してるん
だよ。

講義風景

自分がやりたい
分野が具体的に
見えてくる頃よ。
学科もスムーズに
選べると思うわ。

２年生から各学科専門の
実験が増える研究成果をもとに卒業論文を執筆

４年生になると
研究室に配属され、
さまざまな分野の

先端研究グループの一員
になるんだ。その研究を

卒業論文に
まとめるんだよ。

国際学会で
発表する大学院生

03 CHOHO vol.17

大学院に進むと、
国際学会や国内学会などで
研究成果を発表することもある。
その成果を論文にまとめて
修士や博士の学位を取得する

ことができるんだ。
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《
工
学
基
礎
教
育
》

自
学
自
習
で
き
る
力
を
養
う
。

《
工
学
力
教
育
》

積
極
的
に
課
題
を
探
求
し
、多
様
な
解
を

見
出
す
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
養
う
。

※「
工
学
力
」と
は
、エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
と
も

呼
ば
れ
、構
想
力
や
創
造
力
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
、継
続

的
に
計
画
し
、実
施
で
き
る
能
力
な
ど
、も
の
づ
く
り

を
支
え
る
総
合
力
を
い
い
ま
す
。

《
安
全
・
安
心
教
育
》

人
と
環
境
に
配
慮
で
き
る
安
全
意
識
と
倫

理
観
を
育
む
。

未来の工学人を育成する

工学部教育の
三大特色
■工学人とは
単に工学の知識や技術を持っているだけでなく、
安全・安心をふまえた技術力と判断力を兼ね
備え、社会に貢献できる総合力を持った人をい
います。

※

平
成
１８
年
度
の
現
代
Ｇ
Ｐ
に

工
学
部
の
新
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
健
全
な
社
会
を
支
え
る
技
術
者
の
育
成
」が

採
択
さ
れ
ま
し
た
！

環
境
へ
の
配
慮
不
足
や
工
学
倫
理
の
欠

如
が
、大
き
な
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
現
代
。採
択
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
全
な
社
会
を
支
え

る
技
術
者
を
育
成
し
ま
す
。具
体
的
な
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
安
全
工
学
関
連

科
目
」が
新
設
さ
れ
ま
す
。

※
現
代
Ｇ
Ｐ
と
は
…
文
部
科
学
省
の「
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
こ
と
。Ｇ
Ｐ
は「G

ood
P
ractice

（
優
れ
た
取
組
）」を

意
味
し
、社
会
的
ニ
ー
ズ
の
強
い
政
策
課
題
に
対
応
し
た
テ
ー
マ
に
対
し

て
、各
大
学
が
提
案
す
る
取
組
の
中
か
ら
、特
に
優
れ
た
取
組
が
選
定
さ

れ
ま
す
。

﹇
安
全
工
学
関
連
科
目
﹈

■
安
全
・
安
心
教
育
特
別
講
義

「
誰
で
も
エ
ラ
ー
を
犯
す
可
能
性
が
あ
る
！
」と
い

う
こ
と
を
基
本
テ
ー
マ
に
、技
術
者
に
と
っ
て
安
全
・

安
心
や
、エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
と
安
全
・
安

心
教
育
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、地
域
企
業
な
ど

か
ら
講
師
を
招
い
て
学
び
ま
す
。

■
安
全
工
学
セ
ミ
ナ
ー

大
型
客
船
の
火
災
事
故
や
雲
仙
普
賢
岳
の
火
山

災
害
な
ど
身
近
な
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、地
元
企

業
の
技
術
者
、学
生
お
よ
び
教
員
が
、安
全
・
安
心

教
育
や
工
学
倫
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
自
由
に
討

議
し
、安
全
意
識
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

※

平
成
１５
年
度
の
特
色
Ｇ
Ｐ
に
採
択
！

﹇
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
工
学
力

教
育
の
拠
点
形
成
﹈（
平
成
１５
〜
１８
年
度
）

こ
の
取
り
組
み
は
、長
崎
大
学
工
学
部
、

新
潟
大
学
工
学
部
、富
山
大
学
工
学
部
と

共
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。従
来
の
座
学

中
心
の
教
育
か
ら
転
換
し
、も
の
づ
く
り
を

重
視
し
た
学
生
参
加
型
の
教
育
を
三
大
学

が
協
力
し
て
世
界
へ
発
信
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
に
よ
り
、

も
の
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る「
創
造
工
学
セ

ン
タ
ー
」を
新
設
。取
り
組
み
の
一
環
と
し
て

「
学
生
も
の
づ
く
り
・
ア
イ
デ
ィ
ア
展
」を
開

催（
三
大
学
巡
回
）し
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
か
ら
は
、工
学
力
関
連
科

目「
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
導
入
し
ま
し
た
。

※
特
色
Ｇ
Ｐ
と
は
…
文
部
科
学
省
の「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」の
こ
と
。各
大
学
が
実
践
し
て
い
る
、「
大
学
教
育
の
改
善
に
資

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
」の
中
か
ら
、特
に「G

ood
P
ractice

（
優
れ
た

取
組
）」が
選
定
さ
れ
ま
す
。

■
創
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
工
学
力
教
育
」の
さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
し
て
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
に
関
連
す
る
学
科
横

断
型
・
学
年
混
成
型
科
目（
選
択
科
目
１
単
位
）で

す
。こ
の
科
目
に
よ
り
次
の
３
つ
の
能
力
を
養
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
課
題
を
独
自
に
探
求
で
き
る
能
力

②
新
し
い
モ
ノ
を
考
え
出
す
能
力

③
考
え
て
い
る
こ
と
を
正
確
に
相
手
へ
説
明
で
き

る
能
力

特
色
Ｇ
Ｐ
と
現
代
Ｇ
Ｐ
に
よ
っ
て

工
学
部
の
教
育
が
ま
た
ひ
と
つ
進
化
し
ま
す
。

国
際
化
へ
の
対
応

全
系
で
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
制
度
を

受
審
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
と
は
、日
本
技
術
者
教
育

認
定
機
構（Japan

A
ccreditation

B
oard

for
E
ngineering

E
ducation

の
略
記
）。

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
に
認
定
さ
れ
た
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
修
了
生
は
、国
際
的
に
通
用
す
る
技

術
者
と
し
て
承
認
さ
れ
、国
家
資
格
を
取

得
し
や
す
く
な
り
、就
職
に
も
有
利
に
な
り

ま
す
。

工
学
部
で
は
、構
造
工
学
科
が
平
成
１７

年
度
に
受
審
し
、５
年
間
の
認
定
を
う
け
ま

し
た
。平
成
１８
年
度
に
は
他
の
系
が
受
審
し

ま
す
。

安全・
安心教育

工学
基礎教育

工学力
教育

三大学の学生らによる「学生ものづくり・アイディア展」
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医
療
用
機
器
開
発

（
工
学
部
・
医
学
部
共
同
研
究
）

高
齢
化
社
会
に
不
可
欠
な
社
会
福
祉
に
役

立
つ
新
し
い
介
護
機
器
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
研
究

橋
や
道
路
等
の
社
会
基
盤
構
造
物
を
安
全

に
長
く
後
世
ま
で
使
い
続
け
て
い
く
た
め
の
診

断
・
補
修
・
リ
ス
ク
管
理
技
術
に
つ
い
て
研
究
開

発
を
行
い
ま
す
。

ナ
ノ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
研
究

ナ
ノ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
新
し
い
学
問
分
野
を

開
拓
し
、ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
て
、画

期
的
な
セ
ン
サ
、電
池
、磁
石
デ
バ
イ
ス
な
ど

を
開
発
し
ま
す
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
処
理
技
術
開
発

動
作
対
象
の
動
き
を
瞬
時
に
認
識
し
自
動

的
に
反
応
す
る
知
能
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

先 進 的 研 究 の ４ 本 柱 世
界
を
リ
ー
ド
す
る
先
進
研
究
や

新
し
い
社
会
を
築
く
研
究
が

君
を
待
っ
て
い
る
！

工
学
部
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
は
、

研
究
室
独
自
の
も
の
か
ら
、他
学
部
と
の
共

同
研
究
や
他
大
学
、民
間
企
業
と
の
連
携

に
よ
る
も
の
ま
で
、多
様
な
形
で
幅
広
く
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、次
の
４
つ
が
先
進
的
な
研
究

の
柱
と
し
て
研
究
拠
点
形
成
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

現
役
大
学
生
よ
り
受
験
生
の
皆
さ
ん
へ

ナノダイナミクスの研究 インフラ長寿命化研究 医療用機器開発

女の子が少ない工学部ですが
同じ目的を持つ仲間に出会えました。
廣門 未来さん（社会開発工学科４年・福岡県出身）

自然環境に興味があった私は、それに直接的に影響

を与えうる土地開発の分野、つまり土木の道を志し、現在

の学科を選択しました。初めは女子が少ない工学部とい

うことで親から心配されましたが、実際通い出してみると、

大学は同じ目的を持った仲間が集まる場所で、良き仲間

や生涯の友達と呼べる人にも出会うことができました。

今年の夏には就職活動も一段落。自然との共生を

テーマに掲げる総合コンサルタント「株式会社エース」に

就職が決まりました。現在は秋の技術士一次試験に向け

ての勉強や卒業研究の課題を行っています。毎日多忙

ですが、その合間に卒業旅行の資金のためにアルバイト

をするなど、学生生活を思いきりエンジョイしています。

大学に入ってからの方が
自分にあった道が見えてくる。
上田 拓さん（電気電子工学科４年・長崎県出身）

現在、新型SRモータについて研究しています。実は

４年生で研究室を決めるとき、やりたい研究テーマが漠

然としていたのですが、おおまかながらも自分の興味を見

定めて何とか決めました。今は、この研究室で良かったと

思っていますし、来年は大学院に進学するつもりです。

このようなことは受験生の皆さんが大学や学部・学科

を選ぶ際にも当てはまるかもしれません。高校生は進むべ

き道がはっきり見えない人が多いと思いますが、漠然とで

も分野を見定めていれば、大学に入ってからじっくり考える

ことができます。むしろ大学に入ってからの方が、より自分

にあった道が見えてくるかもしれません。

リアルタイム
情報処理技術開発
音源を瞬時に認識するロボット

階段昇降機歩行機能訓練装置

県域土木構造物ネットワーク
維持管理データベース

建設技術
研究センター

県
庁

損傷診断・遠隔モニタリング

インフラ長寿命化
戦略センター

大学

激しい腐食
直径３ナノメートルの

金の粒子

１ナノメートル＝

毛髪の太さの １
１００００程度

光を当てると
分子が

機械のように動く

電気信号で
粒子を動かす音源

05 CHOHO vol.17



P r o f i l e

私
は
今
、長
崎
の
地
を
離
れ
て
い
ま
す
が
、今

で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る「
長
崎
水
辺
の
映
像
祭
」に
対
す
る
思
い

を
少
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局
に
着
任
し
て
以
来
、

微
力
な
が
ら
地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
何
か

自
問
し
続
け
て
い
ま
し
た
。

〈
世
界
の
中
で
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
は
か
な
り

知
ら
れ
て
い
る
。な
ら
ば
、こ
の
都
市
は
も
っ
と
輝

い
て
い
い
は
ず
だ
〉。被
爆
地
ナ
ガ
サ
キ
の
存
在
を

更
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、近
代

日
本
の
原
動
力
と
な
っ
た
長
崎
が
再
び
脚
光
を

浴
び
る
仕
掛
け
は
な
い
も
の
か
、『
歴
史
に
学
び
、

未
来
を
切
り
開
く
』と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
一
人

で
発
酵
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
の
中
・
後
期
、若
者
た
ち
は
何
故
長
崎
を

め
ざ
し
た
の
か
、長
崎
で
何
を
得
よ
う
と
し
て
い

た
の
か
、当
時
の
フ
ァ
ク
ト
を
紡
ぎ
モ
デ
ル
を
編
み

出
そ
う
と
し
て
い
た
去
年
の
夏
、長
崎
県
美
術
館

館
長
の
伊
東
順
二
さ
ん
が
ひ
と
つ
の
提
案
を
持
ち

込
ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
。全
国
に
募
集
を
か
け
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の
映
像
祭
が
や
れ
な
い
か
と
い

う
も
の
で
し
た
。私
は
そ
の
場
で
諸
手
を
挙
げ
て

賛
成
し
、側
面
か
ら
支
援
す
る
と
約
束
し
ま
し
た
。

映
像
祭
が
発
火
点
と
な
っ
て�
長
崎
の
夢
�が
拡

が
っ
て
い
く
様
を
想
像
し
、場
が
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に
思
い
出
し
ま
す
。デ
ジ
タ
ル

ア
ー
ト
は
先
端
の
映
像
芸
術
の
分
野
で
あ
り
、映

像
表
現
の
世
界
に
自
己
実
現
の
場
を
求
め
て
い

る
若
者
た
ち
が
長
崎
に
注
目
し
、長
崎
を
め
ざ
す

か
も
知
れ
な
い
。そ
し
て
、将
来
こ
の
地
で
ク
リ

エ
ー
タ
ー
た
ち
が
育
ち
、こ
こ
を
拠
点
に
映
像
作

品
を
発
信
す
る
…
。

「H
eA
rt2006

N
agasaki

〜
長
崎
水
辺
の
映

像
祭
〜
」は
、地
元
経
済
界
の
多
く
の
方
々
の
ご

支
援
、大
学
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
、

こ
の
八
月
、表
彰
式
が
と
り
行
な
わ
れ
、様
々
な

連
動
企
画
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。発
想
か
ら
わ
ず

か
一
年
、ま
さ
に
時
間
と
の
闘
い
で
し
た
。急
が
な

い
と
他
の
地
域
で
同
じ
よ
う
な
企
画
が
進
む
か
も

知
れ
な
い
と
い
う
焦
り
も
あ
り
ま
し
た
。こ
の
間
、

長
崎
市
内
の
四
大
学
の
学
生
さ
ん
た
ち
が
映
像

祭
に
深
く
関
わ
り
盛
り
上
げ
よ
う
と
学
生
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム（
代
表
・
長
崎
大
学
経
済
学
部
四
年

穂
之
上
絵
美
さ
ん
）を
結
成
し
、映
像
祭
の
Ｐ
Ｒ

ス
ポ
ッ
ト
を
制
作
、ま
た
映
像
祭
へ
の
道
の
り
の
一

部
始
終
を
映
像
で
記
録
し
て
い
ま
す
。未
知
の
領

域
に
体
当
た
り
で
挑
ん
で
い
る
姿
を
私
は
目
を
細

め
て
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

話
は
戻
り
ま
す
が
、『
歴
史
に
学
び
、未
来
を

切
り
開
く
』、こ
の
こ
と
を
突
き
詰
め
て
い
る
過
程

で
思
い
描
い
た
こ
と
の
ひ
と
つ
が
、「
二
十
一
世
紀

の
文
化
創
造
基
地
・
長
崎
」と
い
う
考
え
方
で
し

た
。比
類
の
な
い
歴
史
・
文
化
を
礎
に
、今
再
び
新

た
な
文
化
を
創
造
す
る
。少
な
く
と
も
私
は
、今

回
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の
映
像
祭
を
そ
の
よ
う
に

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
、春
に
長
崎
県
美
術
館
、秋
に
長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
が
開
館
し
ま
し
た
。未
来
へ

の
遺
産
を
集
積
す
る
こ
れ
ら
の
文
化
拠
点
が
同

年
に
誕
生
し
た
こ
の
年
を
、個
人
的
な
思
い
と
し

て
私
は
、「
新
な
が
さ
き
文
化
元
年
」と
呼
ん
で
お

り
ま
す
。二
十
一
世
紀
の
文
化
創
造
基
地
づ
く

り
発
進
の
年
で
す
。そ
し
て
平
成
十
八
年
、新
な

が
さ
き
文
化
二
年
、「
長
崎
水
辺
の
映
像
祭
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。長
崎
が
未
来
に
向
か
っ
て
ま

た
一
歩
進
ん
だ
気
が
い
た
し
ま
す
。

京
都
で
は
芸
術
都
市
の
創
造
を
め
ざ
す
京
都

ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。近
い
う
ち
に
、「
長
崎
ル
ネ
サ
ン
ス
」と
い

う
言
葉
が
き
っ
と
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

前NHK長崎放送局長

三好 達夫
Miyoshi Tatsuo

映 像 祭 ”へ の 思 い“ 長 崎 水 辺 の

前NHK長崎放送局長

三好 達夫 Miyoshi Tatsuo

福岡県北九州市生まれ。九州大学文学部哲学科卒業。１９７４年、
NHK入局。福岡放送局、沖縄放送局を経て、主に本部番組制作
局でディレクター、チーフプロデユーサーを務め、「NHKスペシャル」
や「クローズアップ現代」など、ドキュメンタリー系の番組制作を担当。
１９９９年、社会情報番組部統括担当部長、「プロジェクトX」を立ち
上げる。２００３年、NHK長崎放送局長。現在、日本放送出版協会
（NHK出版）執行役員・編集局第一家庭編集部長。
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大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科�

医
療
も
ジ
ャ
ズ
も�
ク
リ
エ
イ
ティ
ブ
な
と
こ
ろ
は�
同
じ
か
も
し
れ
な
い
。�

H
aruo T

akahashi

高
橋 

晴
雄 

教
授�

穏やかな語り口から誠実な人柄が伝わってくる高橋晴雄先生。

高
橋
先
生
は
京
都
や
大
阪
、海
外
な
ど
、医

者
と
し
て
の
活
躍
の
場
を
移
し
な
が
ら
、４
年

前
に
長
崎
大
学
の
現
職
に
就
き
ま
し
た
。そ
の

毎
日
は
、大
学
教
授
と
し
て
の
講
義
や
臨
床
実

習
の
指
導
、そ
し
て
医
者
と
し
て
外
来
の
治
療

や
手
術
、ま
た
専
門
の
耳
鼻
科
に
関
す
る
講
演

活
動
の
ほ
か
、日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
の
理
事

と
し
て
東
京
と
長
崎
を
頻
繁
に
行
き
来
す
る

な
ど
、た
い
へ
ん
な
忙
し
さ
で
す
。「
た
ま
に
、好

き
な
Ｃ
Ｄ
を
か
け
て
ひ
と
息
つ
き
た
い
と
思
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
時
間
が
あ
り
ま
せ

ん
」。よ
う
や
く
訪
れ
た
休
日
、買
い
物
な
ど
に

出
る
時
の
わ
ず
か
な
時
間
、車
中
で
聴
く
の
が

や
っ
と
な
の
だ
そ
う
で
す
。

お
人
柄
は
穏
や
か
で
優
し
い
方
。人
と
接
す

る
時
は
、相
手
の
話
に
最
後
ま
で
耳
を
傾
け
、き

ち
ん
と
受
け
止
め
て
か
ら
、落
ち
着
い
た
口
調

で
自
分
の
考
え
を
伝
え
ま
す
。け
し
て
自
分
の

意
見
を
押
し
つ
け
た
り
し
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、さ

ま
ざ
ま
な
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
診
る
医

者
と
い
う
職
業
柄
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、医
者

に
も
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
が
い
る
の
は
、誰
も
が

知
る
と
こ
ろ
。少
な
く
と
も
高
橋
先
生
の
場
合

は
、ど
ん
な
時
も
相
手
を
尊
重
す
る
こ
と
を
忘

れ
ま
せ
ん
。

ご
自
身
の
性
格
に
つ
い
て
、「
進
ん
で
前
へ
出
て

い
く
タ
イ
プ
で
は
な
い
で
す
ね
。裏
方
の
仕
事
に

快
感
を
覚
え
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も

ひ
と
息
つ
く
時
間
も
な
い

教
授
、医
者
と
し
て
の

多
忙
な
日
々
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ラ
テ
ン
系
ロ
ッ
ク「
サ
ン
タ
ナ
」の

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
衝
撃
を
受
け
る

本
気
で
医
学
へ
打
ち
込
む
た
め
に

２５
年
間
、ジ
ャ
ズ
を
手
放
す

耳
鼻
科
か
、心
臓
外
科
か
、

机
上
の
エ
ン
ピ
ツ
に
託
し
た
未
来

…
」。そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
控
え
め
な
態
度
か
ら
、

誰
が
熱
く
軽
妙
に
ド
ラ
ム
を
叩
く
姿
を
想
像

す
る
で
し
ょ
う
か
。

出
身
は
神
戸
。祖
父
の
代
か
ら
耳
鼻
咽
喉

科
の
開
業
医
を
営
む
家
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。「
子
供
の
頃
か
ら
周
囲
に
親
と
同
じ
道
を

進
め
ら
れ
、素
直
に
そ
う
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
」。中
学
・
高
校
と
勉
強
に
励
み
、テ
ニ
ス
で

心
身
を
鍛
え
る
と
い
う
、文
武
両
道
の
充
実
し

た
時
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。そ
し
て
、大
学
受

験
も
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
近
づ
い
た
あ
る
日
の

こ
と
、生
ま
れ
て
初
め
て
身
体

が「
ゾ
ク
ッ
」と
す
る
よ
う
な

出
会
い
を
経
験
し
た
の
で
す
。

「
何
と
な
く
、サ
ン
タ
ナ
の『
ブ

ラ
ッ
ク
マ
ジ
ッ
ク
ウ
ー
マ
ン
』

と
い
う
Ｌ
Ｐ
を
買
っ
た
ん
で
す
。

ラ
テ
ン
系
の
ロ
ッ
ク
な
の
で
す

が
、パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン（
打
楽
器
）

が
す
ご
い
！
い
き
な
り
、そ
の

激
し
い
リ
ズ
ム
に
魅
せ
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
」。

サ
ン
タ
ナ
と
は
、カ
ル
ロ
ス
・

サ
ン
タ
ナ
率
い
る
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
で「
ラ
テ
ン
・ロ
ッ

ク
の
王
者
」と
称
さ
れ
る
有
名
な
バ
ン
ド
で
す
。

「
当
時
、ビ
ー
ト
ル
ズ
以
外
の
バ
ン
ド
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
な
か
っ
た
。ま
し
て
や
ロ
ッ
ク
な
ど
全
く

縁
が
な
か
っ
た
の
に
…
」。

〈
叩
く
〉〈
打
つ
〉〈
振
る
〉〈
こ
す
る
〉、そ

ん
な
技
を
巧
み
に
使
い
、さ
ま
ざ
ま
な

感
情
を
表
現
豊
か
に
刻
む
ラ
テ
ン
の

響
き
は
、ま
さ
に
魂
の
リ
ズ
ム
。１８
才
の

少
年
の
魂
も
そ
の
と
り
こ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

京
都
大
学
に
入
学
す
る
と
、サ
ン
タ
ナ

の
よ
う
な
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
り
た
く
て

迷
わ
ず「
軽
音
楽
部
」へ
。「
ロ
ッ
ク
、ジ
ャ
ズ
、

ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
、ウ
エ
ス
タ
ン
な
ど
、い
ろ
い
ろ

な
グ
ル
ー
プ
で
演
奏
し
ま
し
た
。そ
の
う

ち
同
じ
打
楽
器
と
い
う
こ
と
で
ド
ラ
ム
を

や
る
よ
う
に
な
り
、だ
ん
だ

ん
ジ
ャ
ズ
に
夢
中
に
な
っ
て
い
っ

た
の
で
す
」。

ジ
ャ
ズ
は
ア
ド
リ
ブ
。筋
書

き
通
り
に
は
い
か
な
い
音
楽
で

す
。「
演
奏
す
る
メ
ン
バ
ー
の
感

覚
や
気
分
、そ
う
い
う
も
の
が

反
映
さ
れ
る
か
ら
、そ
の
時
々

に
よ
っ
て
演
奏
が
変
わ
り
ま
す
。

ド
ラ
ム
は
常
に
フ
ロ
ン
ト（
ピ
ア

ノ
や
ギ
タ
ー
）の
状
況
に
応
じ

ら
れ
る
セ
ン
ス
が
必
要
で
、感

覚
的
な
面
白
さ
が
あ
る
の
で
す
」。

演
奏
中
、ど
ん
な
ア
ド
リ
ブ
に
も
応
じ
ら
れ

る
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
、時
間
さ
え
あ
れ

ば
練
習
。電
車
の
中
で
も
足
を
動
か
し
ヒ
ザ
を

叩
い
て
リ
ズ
ム
を
刻
み
ま
し
た
。そ
し
て
、京
都

や
大
阪
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
仲
間
と
ジ
ャ
ズ
に
没

頭
す
る
日
々
が
続
い

た
の
で
し
た
。

実
は
こ
の
頃
、音

楽
の
道
へ
進
む
こ
と

も
チ
ラ
リ
と
頭
を
か
す
め
た
と
か
。「
し
か
し
、

プ
ロ
に
な
れ
ば
ど
ん
な
悪
い
状
況
で
も
、イ
ヤ
な

曲
で
も
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。ず
っ
と
好
き
で

い
る
た
め
に
、趣
味
に
と
ど
め
て
お
く
の
が
ベ
ス

ト
だ
と
思
い
直
し
ま
し
た
」。

次
第
に
、は
ま
っ
て
い
く
ジ
ャ
ズ
。そ
れ
は
学

業
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
で
し
た
。「
留
年
こ

そ
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、試
験
は
け
っ
こ
う
落
と

し
ま
し
た（
苦
笑
）」。こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

と
、一
生
懸
命
勉
強
に
打
ち
込
み
、そ
し
て
間

も
な
く
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
動
か
す
手
を
止
め
る
こ

と
に
。「
学
生
時
代
の
後
半
の
つ
め
の
部
分
か
ら
、

医
者
に
な
っ
て
２５
年
間
、ジ
ャ
ズ
と
い
う
趣
味
は

捨
て
ま
し
た
。医
者
と
し
て
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に

な
る
た
め
に
は
、少
な
く
と
も
一
番
重
要
な
時

期
と
い
う
の
が
あ
る
は
ず
。や
る
時
に
は
本
気

を
出
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
の
で
す
」。

大
好
き
な
も
の
を
き
っ
ぱ
り
手
ば
な
す
潔
さ

と
勇
気
に
、高
橋
先
生
の
芯
の
強
さ
が
垣
間
見

え
る
よ
う
で
す
。

こ
こ
で
、医
学
生
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ひ
と

つ
。「
私
が
学
生
の
頃
は
、心
臓
外
科
が
最
先
端

の
医
療
で
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。い
つ
の
時

代
も
最
先
端
の
医
療
は
医
学
生
の
興
味
を
ひ

く
も
の
で
、私
も
非
常
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。６
年
生
に
な
り
、ど
の
科
に
行
く
か
を

決
め
る
時
、耳
鼻
科
か
、心
臓
外
科
か
お
お
い

に
迷
い
ま
し
て
、志
望
を
提
出
す
る
日
に
な
っ
て

も
決
断
で
き
な
か
っ
た
。で
、下
宿
に
も
ど
っ
て

机
の
真
ん
中
に
線
を
引
き
、そ
こ
に
エ
ン
ピ
ツ
を

立
て
て
倒
し
ま
し
た
！（
笑
）」。今
で
は
ど
の
道

に
進
ん
で
い
て
も
、満
足
し
て
い
た
と
思
う
と
い

う
高
橋
先
生
。「
大
事
な
の
は
ど
の
よ
う
な
道
で

あ
ろ
う
と
、い
か
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
や
る
か

な
の
で
す
」。
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大
学
の
軽
音
楽
部
に
入
り
、

ど
ん
ど
ん
ジ
ャ
ズ
に
夢
中
に

京都にいる時のメンバーで出したオリ
ジナルCD。うまいなあと思って聴い
ていたら、「関西にはプロ級のアマ
チュアがいっぱいいる。自分たちはま
だまだです」とご謙遜。

学生時代からお気に入りのマイルス・デイ
ヴィスのアルバム。



高
齢
化
社
会
で
ま
す
ま
す

注
目
さ
れ
る
耳
鼻
咽
喉
科

ジ
ャ
ズ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

成
り
立
つ
音
楽
。医
療
の
世
界
も
…
。

医
療
の
現
場
に
お
け
る
高
橋
先
生
の
主
な

研
究
テ
ー
マ
は〈
中
耳
炎
〉で
す
。「
子
供
の
病
気

の
定
番
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
が
多
い
と

思
い
ま
す
。あ
る
年
齢
に
な
る
と
治
る
こ
と
も

多
く
、あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
い
の
で
す
が
、子
供

の
頃
に
き
ち
ん
と
治
療
し
な
か
っ
た
ば
か
り
に

大
人
に
な
っ
て
慢
性
中
耳
炎
に
な
る
方
も
い
て
、

手
術
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
の

よ
う
に
重
症
化
し
た
も
の
の
治
療
や
最
適
な
手

術
法
、後
遺
症
の
予
防
な
ど
に
つ
い
て
研
究
を

続
け
て
い
ま
す
」。

さ
ま
ざ
ま
な「
耳
」の
病
気
は
、今
後
の
高
齢

化
社
会
に
お
い
て
、注
目
す
る
人
が
増
え
て
い

く
だ
ろ
う
と
高
橋
先
生
は
考
え
て
い
ま
す
。

「
聴
力
、視
力

な
ど
の
感
覚

器
は
、〈
ク
オ

リ
テ
ィ
オ
ブ

ラ
イ
フ
〉に
直

接
関
わ
る
も

の
で
す
。社

会
の
関
心
も

高
ま
り
、今
は
積
極
的
な
治
療
や
手
術
を
希

望
す
る
高
齢
の
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
」。

耳
鼻
咽
喉
科
は
、脳
血
管
障
害
か
ら
く
る

め
ま
い
を
は
じ
め
耳
、鼻
、口
の
中
、喉
、そ
し
て

気
管
な
ど
、神
経
内
科
と
同
じ
よ
う
な
領
域
か

ら
、全
身
管
理
を
必
要
と
す
る
ガ
ン
の
治
療
や

手
術
ま
で
、あ
つ
か
う
分
野
が
幅
広
い
そ
う
で

す
。ま
た
、「
耳
」が
受
け
取
っ
た
言
葉
を
、脳
は

ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か
と
い
っ
た
高
次
機

能
に
つ
い
て
も
、未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
多
い
と
か
。「
医
学
の
世
界
で
は
一
般
外
科
に

比
べ
て
マ
イ
ナ
ー
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、実
は

と
っ
て
も
ラ
ジ
カ
ル
な
科
な
の
で
す
」。

さ
て
、４
半
世
紀
近
く
は
な
れ
て
い
た
ジ
ャ

ズ
活
動
を
再
開
し
た
の
は
５
年
ほ
ど
前
の
こ
と

で
す
。「
偶
然
、昔
の
メ
ン
バ
ー
に
会
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。本
業
は
、今
も
一
生
懸
命
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
同
じ
で
す
が
、基
礎
的

な
下
地
を
つ
く
る
時
期
は
過
ぎ
ま
し
た
。今
は
、

持
っ
て
い
る
技
を
新
し
い
刺
激
や
考
え
方
で
広

げ
て
い
く
、そ
う
い
う
段
階
だ
と
思
い
ま
す
。そ

の
刺
激
の
ひ
と
つ
に
ジ
ャ
ズ
が
あ
っ
て
も
い

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」。そ
し

て
、長
崎
で
め
ぐ
り
あ
っ
た
仲
間
と
、忙
し

い
合
間
を
ぬ
っ
て
練
習
を
続
け

て
い
ま
す
。

「
ジ
ャ
ズ
は
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
成
り
立
つ
音
楽
で
す
。私

は
、演
奏
す
る
仲
間
と
対
話

し
、相
手
の
感
情
や
や
り
た
い
こ
と
に
常

に
応
え
ら
れ
る
ド
ラ
マ
ー
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
こ
と
は
、大
学
や
病

院
で
、人
の
意
見
を
聞
き
、態
度
を
観
察

し
、相
手
を
し
っ
か
り
知
っ
て
対
応
す
る
と

い
う
こ
と
に
共
通
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」。ま
た
、医
療
の
現
場
で
、

病
気
の
原
因
や
治
療
法
を
さ

ぐ
っ
た
り
、デ
ー
タ
を
集
め
て
調
べ

た
り
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
可
能
性

を
見
い
出
す
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

と
こ
ろ
も
、演
奏
の
度
に
、創
造

し
て
い
く
ジ
ャ
ズ
に
似
て
い
る
気

が
す
る
と
い
い
ま
す
。

ド
ラ
ム
を
叩
い
て
い
る
時
は
、

表
情
が
変
わ
る
と
言
わ
れ
る
高

橋
先
生
。そ
の
姿
は
、人
の
心
と

交
わ
る
リ
ズ
ム

の
世
界
を
心
か

ら
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
、

あ
く
ま
で
も
趣

味
と
し
て
続
け

た
い
で
す
ね
」。

実際の耳の骨を使った実習で指導
する高橋先生。

メンバー４人中３人が医者。２～３週間に１度、
高橋先生の自宅に設けたスタジオで練習。多忙なメ
ンバーのスケジュール合わせがたいへんのようです。

診療中、患者さんのちょっとした表情や言葉を見逃さない。「医者はその人に合った
治療について情報を提供する。最終的な選択は患者さんです」。
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繊細で柔軟な音を次々にくりだす高橋
先生のドラミング。多彩なリズムを自在
に叩き出した名ドラマー、トニー・ウィリア
ムに似てきたと言われるほどうまい。



島
国
日
本
に
は
本
来
無
い
病
気
が
、肥
前
や
筑
前
の
海
岸
に
漂
流
し
た
人
々
や
、海
外

貿
易
に
関
わ
る
人
々
か
ら
感
染
し
日
本
中
に
伝
播
す
る
こ
と
が
あ
る
。江
戸
時
代
、日
本

全
国
の
漂
流
民
は
海
外
貿
易
の
窓
口
で
あ
る
長
崎
に
集
め
ら
れ
た
。出
島
に
東
南
ア
ジ
ア

人
や
ア
メ
リ
カ
人
が
、唐
人
屋
敷
に
中
国
人
が
そ
れ
ぞ
れ
預
け
ら
れ
、オ
ラ
ン
ダ
船
や
唐

て
ん
ね
ん
と
う

船
で
送
り
返
さ
れ
て
い
た
。従
っ
て
こ
の
時
代
、天
然
痘
、梅
毒
、悪
性
の
風
邪
、コ
レ
ラ
な

ど
の
よ
う
な
地
球
規
模
で
流
行
す
る
国
際
感
染
症
の
多
く
は
長
崎
か
ら
広
が
っ
て
い
っ
た
。

国
際
感
染
症
の
予
防
法
も

長
崎
か
ら

一
方
国
際
感
染
症
の
予
防
法
や
治
療
法
も

長
崎
か
ら
導
入
さ
れ
た
。天
然
痘
は
日
本
に
は

本
来
無
い
病
気
で
あ
る
。天
然
痘
に
乳
児
が
感

染
す
る
と
、咽
頭
、食
道
に
水
疱
を
生
じ
、授

乳
が
困
難
と
な
り
、死
亡
率
５
割
を
超
え
た
。

化
膿
し
て
か
さ
ぶ
た
を
作
り
、剥
が
れ
た
跡
は

あ
ば
た
と
な
っ
て
容
貌
を
変
え
る
の
で
女
性
に

恐
れ
ら
れ
た
。江
戸
時
代
の
人
口
が
増
加
し
な

か
っ
た
要
因
の
一
つ
は
乳
児
死
亡
率
の
高
い
天

然
痘
が
し
ば
し
ば
流
行
し
た
か
ら
で
あ
る
。天

か
か

然
痘
の
唯
一
の
救
い
は
一
度
罹
る
と
二
度
罹
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。人
痘
で
免
疫
す
る
法
は
死

亡
す
る
危
険
が
あ
る
け
れ
ど
も
古
来
よ
り
お

ぎ
ゅ
う

と
う

こ
な
わ
れ
て
き
た
。人
に
と
っ
て
は
弱
毒
の
牛
痘

で
人
痘
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
す
る
ジ
ェ
ン

ナ
ー﹇
①
﹈が
発
明
し
た
牛
痘
法
は
死
亡
す
る

こ
と
は
な
く
安
全
で
あ
る﹇
②
﹈。

１
８
２
３
年
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
前
任
者

チ
ュ
ー
リ
ン
フ
が
最
初
に
牛
痘
の
接
種
を
試
み

と
う
び
ょ
う

た
。フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
も
同
年
８
月
痘
苗
を

持
っ
て
来
日
し
た
。ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
牛
痘
発
見
後

２７
年
の
こ
と
で
あ
る
。ブ
ロ
ム
ホ
フ
商
館
長
の
日

記
に
接
種
後
３
日
目
に「
ド
ク
ト
ル

シ
ー
ボ

ル
ト
が
私
に
予
防
接
種
は
全
て
よ
い
結
果
の
出

る
徴
候
を
示
し
た
と
知
ら
せ
た
」と
あ
る
。し
か

し
植
え
継
ぎ
は
失
敗
し
た
よ
う
で
あ
る（
当
時

牛
痘
の
長
期
保
存
は
困
難
で
、子
供
の
腕
か
ら

腕
へ
植
え
継
ぐ
し
か
な
か
っ
た
）。１
８
５
９
年

再
度
来
日
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
は
１
８
２
３
年
に

よ
し
お
け
い
さ
い

牛
痘
を
接
種
し
た
吉
雄
圭
斎
の
腕
を
調
べ
、か

さ
ぶ
た
を
形
成
し
た
跡
が
あ
り
、牛
痘
は
確
か

に
生
着
し
て
い
た
事
を
確
か
め
た
。シ
ー
ボ
ル
ト

な
ら
ば
や
し
そ
う
け
ん

の
弟
子
、楢
林
宗
建
は
出
島
の
医
師
で
あ
り
、

佐
賀
鍋
島
藩
の
藩
医
で
も
あ
っ
た
。１
８
４
７

な
べ
し
ま
な
お
ま
さ

年
鍋
島
直
正
公
の
命
に
よ
り
牛
痘
の
舶
載
を

願
い
出
た
。

し
ゅ
と
う

牛
痘
種
痘
の
父

モ
ー
ニ
ッ
ケ

モ
ー
ニッ
ケO

tto
G

ottlieb
Johann

M
oh-

nike

（
１
８
１
４－

１
８
８
７
）﹇
③
﹈は
ド
イ

ツ
の
グ
ラ
イ
フ
ス
バ
ル
ト
、ボ
ン
、ブ
レ
ス
ロ
ー
、ベ

ル
リ
ン
の
各
大
学
で
医
学
を
学
ん
だ
。モ
ー
ニ
ッ

ケ
は
１
８
４
４
年
ジ
ャ
ワ
で
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ

ン
ド
軍
の
軍
医
に
な
っ
た
。１
８
４
８
年
か
ら

３
年
間
出
島
に
商
館
医
と
し
て
滞
在
し
、１
８

《
国
際
感
染
症
と
長
崎
〜
国
際
医
療
人
モ
ー
ニ
ッ
ケ
〜

》

医学部創立

150
周 年 企 画

医
学
は

長
崎
か
ら
連載
Vol.3

大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

相
川

忠
臣
教
授

A
ikaw

a
Tadaom

i

�［①］エドワード・ジェンナー
牛痘法の発明者 １７９６年エドワード・
ジェンナーの発明した牛痘法は人には軽
い症状しか起こさない牛痘を人に感染さ
せて天然痘を予防するもので、けして死
亡する事のない画期的な方法であった。
（リトグラフ）

［②］ジェンナーは牛痘に感染した乳搾りの女性は天然痘に罹らないことに着目
した。乳搾りの女性サラ・ネルムスの牛痘の漿をランセットで子供の腕に浅い切
開を施し塗りこんだ。一月半後、その子供に人痘を接種してもつかなかった。感
染症をワクチンによって免疫する予防法がこのとき確立した。Vaccineの語源と
なったVaccaは雌牛を意味している。

牛乳房の牛痘�

▲牛痘に感染したサラ・ネルムス
の手（ジェンナーの著作より）
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５
１
年
秋
ジ
ャ
ワ
に
戻
り
、東
南
ア
ジ
ア
の
各

地
で
活
躍
し
た
。彼
は
動
物
や
鳥
を
飼
い
、昆

虫
の
標
本
箱
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

そ
の
後
一
等
陸
軍
軍
医
を
統
括
す
る
立
場
ま

で
登
り
つ
め
１
８
６
９
年
に
退
官

し
た
。モ
ー
ニッ
ケ
は
日
本
に
聴
診
器

や
産
科
機
械
を
も
た
ら
し
、気
候

観
測
を
出
島
で
行
っ
た
。彼
の
も
た

ら
し
た
日
本
最
古
の
聴
診
器
が
長

崎
大
学
医
学
部
で
大
切
に
保
存
さ
れ

て
い
る﹇
④
﹈。

モ
ー
ニ
ッ
ケ
は
１
８
４
８
年
夏
に
牛
痘

苗
を
も
っ
て
赴
任
し
た
。こ
の
痘
苗
は
長
い

航
海
中
に
失
活
し
、植
え
継
ぎ
は
失
敗

し
た
。宗
建
は
人
痘
の
接
種
に
用
い
る
痘
痂

（
か
さ
ぶ
た
）は
数
ヶ
月
た
っ
て
も
効
能
が
あ

と
う
し
ょ
う

る
の
で
痘
漿
で
な
く
痘
痂
を
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら

運
ぶ
よ
う
に
提
案
し
た
。バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
医
事
局

長
ボ
ッ
シ
ュ
は
数
種
類
の
方
法
で
痘
苗
を
送
り
、

１
８
４
９
年
８
月
出
島
に
到
着
し
た
。効
能

が
あ
っ
た
の
は
ボ
ッ
シ
ュ
が
自
分
の
子
供
に
接
種

し
て
採
取
し
た
痘
痂
で
あ
り
、宗
建
の
子
健
三

郎
に
植
え
た
も
の
が
美
痘
と
な
っ
た
。モ
ー
ニ
ッ

ケ
は
こ
の
痘
漿
を
長
崎
の
種

痘
所
で
多
く
の
子
供
達
に
種

痘
を
施
し
、痘
苗
を
維
持
し

て
接
種
法
を
広
め
た
。

宗
建
の
種
痘
成
功
の
報
告
を
受
け

て
、佐
賀
藩
鍋
島
直
正
公
は
世
継
ぎ

の
淳
一
郎
に
種
痘
さ
せ
た
の
で
、ま
ず

佐
賀
藩
で
広
く
接
種
さ
れ
た
。１
８
４
９
年

秋
参
勤
交
代
の
折
佐
賀
か
ら
江
戸
に
運
ば
れ

た
痘
苗
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
弟
子
伊
東
玄
朴
に
よ

み
つ
ひ
め

り
直
正
公
の
娘
貢
姫
に
接
種
さ
れ
、そ
の
後
関

東
、東
北
に
広
く
伝
搬
さ
れ
た
。１
８
５
８
年

に
玄
朴
ら
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
神
田
お
玉
が

池
の
種
痘
所
は
東
京
大
学
の
前
身
で
あ
る
。京

都
に
運
ば
れ
た
痘
苗
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
弟
子
の

日
野
鼎
哉
や
楢
林
栄
建
に
よ
り
関
西
に
、笠

原
良
策
に
よ
り
北
陸
に
広
め
ら
れ
た
。半
年
の

間
に
モ
ー
ニ
ッ
ケ
痘
苗
が
子
供
の
腕
か
ら
腕
へ
と

日
本
全
国
に
広
が
っ
た
の
は
驚
く
べ
き
事
で
あ

る
。宗
建
は『
牛
痘
小
考
』を
著
し
牛
痘
の
接
種

法
を
世
に
知
ら
し
め
た﹇
⑤
ａ
、⑤
ｂ
﹈。牛
痘

の
普
及
に
は
全
国
至
る
処
に
い
た
シ
ー
ボ
ル
ト

の
弟
子
達
が
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

博
物
学
者
モ
ー
ニ
ッ
ケ

モ
ー
ニ
ッ
ケ
は
博
物
学
、中
で
も
東
南
ア
ジ
ア

の
動
物
学
の
研
究
に
一
生
を
捧
げ
た
。日
本
で

見
出
し
た
新
種
の
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
に
は
東
南

ア
ジ
ア
の
魚
類
の
大
家
ブ
リ
ー
カ
ー
が
モ
ー
ニ
ッ

ケ
に
種
名
を
献
名
し
てH

ippocam
pus

m
oh-

nikeiB
lkr.

と
名
付
け
ら
れ
た﹇
⑥
﹈。東
南
ア

ジ
ア
が
彼
の
活
躍
の
舞
台
で
あ
り
、『
オ
ラ
ン
ダ

領
マ
レ
ー
諸
島
の
植
物
と
動
物
』と
い
う
大
著

を
は
じ
め
多
く
の
業
績
を
あ
げ
て
い
る
。昆
虫

に
はM

ohnike

の
名
付
け
た
も
の
が
い
く
つ
も

あ
り
、花
に
も
ぐ
り
こ
み
蜜
や
花
粉
を
手
に
入

れ
る
ハ
ナ
ム
グ
リ
で
は
多
く
の
新
種
を
見
つ
け
て

い
る
。カ
ブ
ト
ム
シ
の
図
鑑
に
出
て
い
る
オ
オ
サ

イ
カ
ブ
ト
ム
シO

ryctes
gnu

M
ohnike

や
モ
ー

ニ
ッ
ケ
イ
ノ
コ
ギ
リ
ク
ワ
ガ
タP

rosopocoilus

m
ohnikeiM

ohnikei

は
彼
が
命
名
し
た
も
の

で
あ
る
。ウ
ォ
レ
ス
線
や
進
化
論
で
有
名
な
ウ
ォ

レ
ス
が
ハ
ナ
ム
グ
リ
の
分
類
の
競
争
相
手
で
あ
っ

た
。

ま
と

ウ
ォ
レ
ス
が
進
化
論
を
纏
め
た
の
は
１
８
５

８
年
東
南
ア
ジ
ア
に
い
た
時
で
あ
っ
た
。そ
の
著

『
マ
レ
ー
諸
島
』の
中
で
１
８
５
７
年
モ
ル
ッ
カ

諸
島
の
ア
ン
ボ
イ
ナ
に
い
た
モ
ー
ニ
ッ
ケ
を
訪
ね

た
時
の
事
を
記
述
し
て
い
て
、彼
の
人
柄
の
良
さ

と
甲
虫
や
日
本
の
オ
サ
ム
シ
等
の
彼
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
素
晴
ら
し
さ
に
ふ
れ
て
い
る
。モ
ー
ニ
ッ

ケ
に
は
人
類
学
の
分
野
で
も『
日
本
人
』、『
猿

と
原
人
』等
の
優
れ
た
著
作
が
あ
る
。博
物
学

に
関
す
る
多
く
の
本
は
軍
を
退
官
し
て
ボ
ン
に

帰
っ
て
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。ジ
ャ
ワ
、ス
マ
ト

ラ
、出
島
、ボ
ル
ネ
オ
、ア
ン
ボ
イ
ナ
の
各
地
で

調
査
し
た
膨
大
な
結
果
を
纏
め
た
も
の
で
あ
っ

て
一
生
た
ゆ
ま
な
く
博
物
学
の
研
究
に
没
頭

し
た
事
が
う
か
が
え
る
。

モ
ー
ニッ
ケ
は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
失
敗
し
た
牛
痘

普
及
を
成
功
さ
せ
、シ
ー
ボ
ル
ト
と
同
様
に
博

物
学
で
業
績
を
残
し
た
素
晴
ら
し
い
国
際
医

療
人
で
あ
っ
た
。

▲［④］日本最古の聴診器
モーニッケが吉雄圭斎に与えた、レンネックの初期の型式の聴診器であ
る。日本で作成されたのではないかと考えられていたが、日本の胡桃では
なく西洋のペルシャぐるみの木から
作られたものであることを原爆で
逝去された角尾晋長崎医科大
学長が調べて報告している。
（長崎大学附属図書館医学
分館蔵）

▲［⑥］タツノオトシゴ
Hippocampus mohnikei Blkr.
（ブリーカーの著作より）

▲［⑤ａ］『牛痘小考』
楢林宗建が牛痘法を普及する
ために著した。モーニッケの教え
た内容と牛痘接種後の症状を
書いている。（長崎大学附属図
書館医学分館蔵）

▲［⑤ｂ］『牛痘小考』の挿絵

�﹇
③
﹈オ
ッ
ト
ー

Ｇ.

Ｊ.

モ
ー
ニ
ッ
ケ
の
肖
像

（
中
外
医
事
新
報
よ
り
）
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学 生 支 援 活動追跡隊！

今回のテーマ�

学生何でも相談室�

相談しよう、�
そうしよう！�

大学生の�
いろいろな�
悩み�

◎休学や退学を考えている�
◎単位の取り方がわからない�
◎他の大学に編入学したい�
◎免許や資格を取得したい�
�

◎就職活動について�
◎進路の迷い�
◎将来への不安�
�

◎友人、異性、教職員、�
　家族との関係について�
◎セクシャル・ハラスメント�
�
�

◎経済的な問題について�
◎アルバイトに関すること�
◎一人暮らしの不安�
◎悪徳商法で�
　困っている�

�

�

◎自分の性格について�
◎気分が落ち込む�
◎過食、拒食�
�

学 業�

就職や進路�
�心と身体�

�

対人関係�

日常生活�
�

ネパール�
Nepal

長崎大学副学長（学生担当学生担当）�

管原 正志 教授�
Sugawara  Masashi

長崎大学副学長（学生担当）�

管原 正志 教授�
Sugawara  Masashi

留
学
生
の

ケーシー　カドガ　バハドールさん�
Khadga Bahadur K.C.

長崎大学大学院生産科学研究科（環境科学専攻）博士後期課程１年�

ケーシー　カドガ　バハドールさん�
Khadga Bahadur K.C.

長崎大学大学院生産科学研究科（環境科学専攻）博士後期課程１年�

人
と
の
つ
き
あ
い
が
苦
手
な

若
者
た
ち
が
増
え
て
い
る

学
生
た
ち
の
心
強
い
味
方
、

「
学
生
何
で
も
相
談
室
」

世
界
最
高
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
と

多
民
族
を
擁
し
た
美
し
い
国
。

今
、
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
の
が
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、

苦
手
と
い
う
若
者
た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
大
学
生
の
場
合
で
は
、
近

年
、
課
外
活
動
の
加
入
率
が
た
い
へ
ん
低

く
な
っ
て
お
り
、
授
業
を
終
え
た
あ
と
自

分
の
部
屋
で
ひ
と
り
き
り
で
過
ご
し
て
い

る
と
い
う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
ひ
と
り
が
好
き
だ
と
い
う
人

も
い
ま
す
が
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
ば
か
り
に
、

そ
の
よ
う
な
状
態
が
続
き
、
と
き
に
不
安

や
悩
み
を
長
く
抱
え
込
む
人
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

長
崎
大
学
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
既
存
の
相
談
窓
口
に
加
え
、
学
生

た
ち
が
よ
り
気
軽
に
利
用
で
き
る
「
学
生

何
で
も
相
談
室
」
を
５
年
前
か
ら
開
設
し

て
い
ま
す
。

場
所
は
大
勢
の
学
生
が
出
入
り
す
る
文

教
キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
」
内
に
設
け
ま
し
た
。
生
協
で
の
食

事
や
買
い
物
が
て
ら
に
寄
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

窓
口
に
は
、
学
校
心
理
士
・
臨
床
心
理

士
の
資
格
を
持
つ
※

イ
ン
テ
ー
カ
ー
（
相

談
受
付
）
が
常
駐
し
、
親
し
み
や
す
い
雰

囲
気
で
学
生
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

相
談
件
数
は
開
設
し
た
平
成
１３
年
度
は

延
べ
５５
件
。
そ
の
後
、
年
々
増
え
て
昨
年

度
は
５
１
１
件
に
ま
で
伸
び
て
い
ま
す
。

中
国
と
イ
ン
ド
に
は
さ
ま
れ
た
内
陸
の
国

ネ
パ
ー
ル
。
国
土
は
日
本
の
３
分
の
１
ほ
ど

で
、
北
に
そ
び
え
る
世
界
の
屋
根
・
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
か
ら
、
イ
ン
ド
の
平
地
へ
と
南
に
下

る
斜
面
地
帯
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

「
自
慢
は
世
界
最
高
峰
の
エ
ベ
レ
ス
ト
を

は
じ
め
８
、０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
が
多

い
こ
と
。
世
界
各
国
か
ら
登
山
者
が
訪
れ
ま

す
」。
カ
ド
ガ
さ
ん
は
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
か

ら
約
２
５
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
麓
に
あ
る
「
ポ
カ
ラ
」
と
い
う
街
の
近

く
の
ご
出
身
。
こ
こ
は
ネ
パ
ー
ル
第
２
の
街

で
、
美
し
い
湖
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
を
見
渡

す
景
勝
地
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
私
は
こ

の
街
の
国
立
大
学
で
政
治
学
を
教
え
て
い
ま

し
た
。
ネ
パ
ー
ル
に
は
国
立
大
学
が
ひ
と
つ

あ
り
、
そ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
国
中
に
点
在
し
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WeLove Circle
学
生
時 代

を謳 歌 するなら、やっぱりサークル でし
ょ。

長崎大学�

吹奏楽部�

in 
Summer
Concert 

心
を�

ひ
と
つ
に
し
て
、�

自
分
た
ち
の�

音
楽
を
創
る�

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
式
典
な

ど
で
華
を
添
え
る
吹
奏
楽
。ポ
ッ

プ
ス
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
、そ
の
明
る

く
パ
ワ
フ
ル
な
演
奏
は
、聴
衆
の
気
分

を
晴
れ
や
か
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

す
。「
吹
奏
楽
の
魅
力
は
、演
奏
す
る

仲
間
と
の
一
体
感
が
味
わ
え
、観
客

と
感
動
を
共
有
で
き
る
こ
と
。そ
し
て
、

多
く
の
出
会
い
が
あ
る
こ
と
で
す
」と

話
す
の
は
、部
長
の
篠
原
沙
矢
佳

さ
ん（
教
育
学
部
３
年
）。「
心
に
響
く
演
奏
を
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、総
勢
１
１
０
人
の
部
員
ら
と

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
７
月
の
サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
と
、１
月
の
定
期
演
奏
会

は
、大
勢
の
市
民
を
前
に
演
奏

す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

副
部
長
の
猪
狩
佳
子
さ
ん

（
薬
学
部
３
年
）は
、「
楽
器
の
音
に
は
、

自
分
の
性
格
が
現
れ
ま
す
。そ
の
個
性
を
伸
ば

し
つ
つ
、み
ん
な
と
の
演
奏
で
は
ど
う
協
調
し
て

い
く
か
。そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
こ
と
は
、自

分
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」。

同
じ
く
副
部
長
で
、小
川
詩
織
さ
ん（
純
心

大
学
３
年
）は
他
大
学
か
ら
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
の
ひ
と
り
で
す
。「
中
学
生
の
頃
か
ら
こ
の

部
の
フ
ァ
ン
で
、演
奏
会
に
よ
く
行
っ
て
い
ま
し

た
。入
部
当
初
は
不
安
が
あ
る
も
の
で
す
が
、じ

き
に
仲
良
く
な
れ
ま
す
。初
心
者
で
も
先
輩
が

丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
心
配
は
い
り
ま
せ

ん
」。毎

年
、県
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
九
州
大
会
に

出
場
。今
年
の
春
に
は
、打
楽
器
の
八
重
奏
グ

ル
ー
プ
が
九
州
代
表
と
し
て「
第
２９
回
全
日
本

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」に
出
場
し
、銀
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
お
お
い
に
実
力
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。

篠
原
部
長
は
、「
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
自
分
た

ち
の
音
楽
を
つ
く
り
あ
げ
る
、そ
う
い
う
意
識

を
強
く
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
練
習
に
挑
ん
で
い
き

た
い
」と
意
欲
満
々
の
笑
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

ポップスを演奏する時は、Ｔシャツ
姿でカジュアルに。１年生による
楽しい寸劇もあり、観客を飽きさせ
ません。

総勢１１０人。７割を占める女子の明るさとパワー、
そして男子のひたむきな情熱が、魅力的な吹奏楽を生み出しています。

今年７月長崎市民会館で行なわれたサマーコンサート。吹奏楽のクラシッ
クは、管弦楽とはまた違った華やかさと優雅さがあります。

左から副部長の小川詩織さん、
部長の篠原沙矢佳さん、
副部長の猪狩佳子さん
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長大ニュース�
平成18年�

6月　 7月　 8月�

教
育
学
部
附
属
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に
学

校
教
育
支
援
空
間「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」が
５
月
３１
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、齋
藤
学
長
、橋

本
教
育
学
部
長
ら
関
係
者
出
席
の
も
と
、除
幕
式
が

行
わ
れ
、引
き
続
き
橋
本
教
育
学
部
長
か
ら「
社
会
に

情
報
を
発
信
す
る
場
と
し
た
い
」と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」は
、教
育
に
携
わ
る
方
々
の
教
材

研
究
、あ
る
い
は
授
業
力
向
上
に
向
け
て
理
論
及
び

実
践
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
施
設
で
す
。教
育
に
関
す

る
書
籍
や
教
員
が
収
集
し
た
学
習
指
導
案
及
び
教
材

を
閲
覧
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
等
を
設
け
、市
民
の
皆
様
に

も
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

「
そ
の
駐
車

あ
な
た
以
外
が

困
っ
て

る
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
夏
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
７
月
１０
日
か
ら
１９
日
ま
で
の
期
間
行
わ

れ
ま
し
た
。

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
本
学
学
生
４５

人
が
参
加
し
、浦
上
警
察
署
員
か
ら
横
断
旗

の
振
り
方
な
ど
歩
行
者
の
誘
導
方
法
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、文
教
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺

の
３
か
所
で
歩
行
者
の
交
通
安
全
指
導
に
貢

献
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
、「
朝
の
交
通
量
に
驚
い

た
」、「
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
る
と
気
持
ち
が

良
い
」、「
歩
行
者
の
立
場
か
ら
交
通
事
情
を

考
え
ら
れ
る
良
い
機
会
だ
っ
た
」な
ど
の
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

学校教育支援空間
「シンフォニー」がオープン

本学学生が
「学生ボランティア交通安全活動」に参加

６
月
２８
日
開
催
の
長
崎
大
学
学

長
選
考
会
議
は
、現
学
長
の
任
期

満
了
に
よ
る
次
期
学
長
候
補
者
を

齋
藤

寛
氏（
現
学
長
）に
決
定
し

ま
し
た
。

な
お
、任
期
は
平
成
１８
年
１０
月

１１
日
か
ら
平
成
２０
年
１０
月
１０
日
ま

で
で
す
。

平
成
１８
年
度
高
校
生
公
開
講
座
を
開
催

長
崎
県
内
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
公
開
講
座
が
８

月
７
日
か
ら
１１
日
ま
で
の
５
日
間
、
教
育
学
部
、
医
学

部
、
工
学
部
及
び
環
境
科
学
部
の
４
学
部
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
公
開
講
座
は
、本
学
と
長
崎
県
教
育
委
員
会
で

締
結
し
て
い
る
高
大
連
携
事
業
の
一
環
に
よ
る
も
の
で
、

今
年
は
５
回
目
と
な
り
ま
す
。

１
コ
マ
９０
分
と
高
校
授
業
の
約
２
倍
の
講
義
時
間
の

た
め
に
最
初
は
慣
れ
な
い
受
講
生
た
ち
も
、講
師
陣
の

工
夫
さ
れ
た
講
義
内

容
に
よ
り
、各
講
座

に
お
い
て
熱
心
に
受

講
し
て
い
ま
し
た
。

最
終
日
は
、６１
名

の
受
講
生
全
員
に
修

了
証
書
が
吉
田
副
学

長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

次期学長候補者に
齋藤 寛氏（現学長）が

決定

齋藤学長、橋本教育学部長らによる除幕式

交通安全指導に励む長大生

授業の様子
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薬
学
部
で
早
期
体
験
学
習

（
ア
ー
リ
ー
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
）を
実
施

薬
学
部
で
は
、平
成
１８
年
度
か
ら
新
し
い
教
育

制
度
が
導
入
さ
れ
、薬
剤
師
を
養
成
す
る
６
年
制

の
薬
学
科
と
薬
学
研
究
者
を
養
成
す
る
新
４
年
制

の
薬
科
学
科
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、新
入
生
に
対
し
て
、５
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
の
４
日
間
、薬
学
部
生
と
し
て
の
こ
れ
か
ら

の
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
た
め
、

薬
剤
師
が
活
躍
す
る
現
場
な
ど
を
体
験
す
る
早
期

体
験
学
習（
ア
ー
リ
ー
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
）を
実

施
し
ま
し
た
。

薬
学
部
の
全
教
育
職
員
が
引
率
し
て
、長
崎
市

内
の
４１
保
険
薬
局
、８
病
院
の
見
学
臨
床
現
場
で

の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

古
写
真
・
グ
ラ
バ
ー
図
譜

新
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
完
成
披
露
式
を
開
催

附
属
図
書
館
で
は
、６
月
２０
日
、「
幕
末
・
明
治
期
日
本
古
写
真
メ
タ

デ
ー
タ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」及
び「
グ
ラ
バ
ー
図
譜
メ
タ
デ
ー
タ
・
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」が
完
成
し
、完
成
披
露
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、従
来
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
一
新
し
、

メ
タ
デ
ー
タ（
古
写
真
や
魚
図
に
関
す
る
情
報
）の
形
式
を
国
際
標
準
化

し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
の
教
材
、海

外
に
お
け
る
日
本
語
学
習
や
日
本
研
究
の
ツ
ー
ル
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

ベ
ラ
ル
ー
シ
医
科
大
学（
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
）

と
の
学
術
交
流
協
定
を
更
新

７
月
２５
日
、本
学
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
医
科
大
学
と

の
学
術
交
流
協
定
を
更
新
す
る
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

２
０
０
１
年
７
月
に
大
学
間
協
定
と
し
て
締
結

し
た
学
術
交
流
協
定
を
更
新
す
る
も
の
で
、関
係

者
の
立
会
い
の
も
と
、齋
藤
学
長
と
ベ
ス
パ
ル

チ
ュ
ッ
ク
学
長
が
協
定
書
に
署
名
を
行
い
、学
術
交

流
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、医
・
歯
・
薬
学
分
野
で
の
共
同
研
究
・
教

育
、特
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
後
２０
年
、同

時
に
２１
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
年
度
で

も
あ
り
、新
し
い
学
際
複
合
領
域
で
の
社
会
経
済
、

臨
床
心
理
学
的
な
連
携
と
関
連
会
議
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、今
後
５
年
間
に
両
大
学
の
医
学
部

以
外
の
学
部
の
研
究
者
交
流
や
学
生
交
流
へ
と
発

展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※このほか、長崎大学のニュースは、長崎大学公式ホームページでご覧いただけます。http://www.nagasaki-u.ac.jp/

▲http://hikoma.lb.nagasaki-u.ac.jp/
GloverAtlas/index.php

グラバー図譜メタデータ・データベース

幕末・明治期日本古写真
メタデータ・データベース

薬局での体験学習風景

▼http://hikoma.lb.nagasaki-u.ac.jp/jp/

協定書を交換し握手する両学長
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表紙に�
ついて�

［cycle］
長崎大学大学院

教育学研究科美術教育専修２年

梅崎 阿希子

夏に青 と々茂った葉はその役目を終

えて、また次の命の源となります。そ

うした生命のサイクルを、落ちた銀

杏の葉に感じて撮影。画像処理ソ

フトを利用して、静かでたくましいエ

ネルギーを表現しました。




